
放課後の楽しいもぐもぐタイム
放課後児童クラブ（関連記事は裏表紙に）

№205　令和３年６月１日 来て!見て!住んで!来て!見て!住んで!

Yamakita
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… 令和３年度の当初予算可決
… 新しい議会人事決まる
… アンケート集計結果がでました

議会ホームページは
こちらから
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当
町
に
お
い
て
該
当
す

る
も
の
は
何
名
か
。

農
林
課
長　

現
時
点
で
の
認

定
農
業
者
は
２
名
。
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
は
８
名
が
対
象

で
あ
る
。

　

制
度
の
改
正
に
よ
り
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
等
又

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

農
業
委
員
会
委
員

令
和
３
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
補
助

で
賄
え
な
い
経
費
は
町
の

負
担
に
な
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長

65
才
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
集
団
接
種
を

受
け
る
か
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
か
の
意
向
を
確
認

す
る
。
多
く
の
町
民
に
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

集
団
接
種
す
る
方
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
、

個
別
に
接
種
す
る
方
は
各
病

院
へ
申
し
込
む
。

財
務
課
長　

送
迎
も
補
助
の

対
象
と
な
る
な
ど
支
援
が
拡

充
し
て
き
て
い
る
。
県
と
相

談
し
て
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

２
月
臨
時
会

（
２
月
15
日
）

連
合
自
治
会
運
営
助
成

金
が
増
額
補
正
さ
れ
て
い

る
が
助
成
の
内
容
は
。

　
ま
た
、
な
ぜ
今
補
正
予

算
で
あ
げ
る
の
か
。

町
長

昨
年
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
会

議
が
中
止
に
な
っ
た
。
今
年

は
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

の
一
部
を
業
者
に
委
託
し
た

り
、
ネ
ッ
ト
会
議
な
ど
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

予
算
編
成
の
時
に
は
コ
ロ

ナ
も
収
束
す
る
と
考
え
、
計

上
し
な
か
っ
た
。

４
月
臨
時
会

（
４
月
27
日
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

新
た
に
設
置
さ
れ
る
ラ
イ

ブ
映
像
シ
ス
テ
ム
と
は
。

生
涯
学
習
課
長

こ
れ
ま
で

は
イ
ベ
ン
ト
の
度
に
業
者
に

委
託
し
て
い
た
が
、
カ
メ
ラ

を
常
置
し
配
線
を
施
す
こ
と

に
よ
り
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の

映
像
を
ラ
イ
ブ
配
信
及
び
視

聴
覚
ホ
ー
ル
で
視
聴
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
操
作
は
職
員
で
も

で
き
る
。

　

今
後
、
一
般
に
貸
し
出
す

場
合
の
料
金
等
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
学
校
給
食
費
の
６
か
月

分
を
補
助
す
る
考
え
方
は
。

ま
た
、今
後
の
予
定
は
。

教
育
長

昨
年
度
の
補
助
は

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う

結
果
が
で
た
。
ま
だ
コ
ロ
ナ

も
収
束
し
て
い
な
い
の
で
引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
は
、
困
窮
し
て
い
る

家
庭
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の

支
援
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
な
ぜ
木
曜
日
の
患
者
数

が
少
な
い
の
か
分
析
し
た

の
か
。

保
険
健
康
課
長　

木
曜
日
の

診
療
は
他
の
病
院
か
ら
の
医

師
が
担
当
し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
わ
れ
る
。

　

患
者
数
の
減
少
に
伴
い
日
曜
日
に
加
え
木
曜
日
も
休
診
日

と
す
る
。

町
立
山
北
診
療
所

　３月定例会（３月４日～16日）に
おいて、令和３年度の一般会計49億
1,900万円、特別会計、水道事業会
計と合わせて85億6,610万円の予算
案を審議し可決しました。
　一般会計予算は町税が新型コロナ
ウイルス感染症などにより、大幅な
減少見込みであり、９年ぶりに財政
調整基金を１億円繰り入れ前年度の
当初予算より4千万円の増となりま
した。
　コロナ禍ではありながらも、子育
て支援や新たな交通支援策などに重
点を置いた予算編成が伺えました。

ア フ タ ー
コ ロ ナ
新 時 代

の

へ
～ピンチをチャンスに～

注　目　事　業

町直営から10月より民間へ
運営業務の委託検討

1人1台パソコンの導入に伴い、
ICT支援員の設置

3,333,000円
清水、三保地区の住民を対象に

3か月間試行運転実施

デマンドタクシー試行運転

46,655,000円
近隣自治体や足柄上医師会と連携した

ワクチンの接種業務委託
及びワクチン接種者の送迎を実施

新型コロナワクチン接種事業

放課後児童クラブ運営事業
10,497,000円

GIGAスクール構想実現へ
12,124,000円



企
画
政
策
課
長　

清
水
・
三
保

地
区
の
住
民
を
対
象
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
転
を
本

年
10
月
か
ら
３
か
月
間
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

試
行
運
転
後
は
、
充
分
な
検

証
を
行
い
、
新
た
な
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
歳
入
が
１
億
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因

と
住
民
税
の
課
税
人
数
は
。

町
民
税
務
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
伴
う
法
人

の
決
算
見
込
み
か
ら
減
収
に

な
っ
て
い
る
。　

　

個
人
住
民
税
の
現
在
の
課
税

人
数
は
、
５
３
２
８
名
で
、
前

年
と
比
べ
３
名
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

町　

長　

子
育
て
世
代
の
転
入

な
ど
を
推
進
し
、
少
し
で
も
税

収
を
増
や
せ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
。 町

税
収
入

　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
振
興
に
向
け
、

湖
面
の
通
年
利
用
な
ど
、

も
っ
と
積
極
的
に
県
に
働
き

か
け
て
は
。

商
工
観
光
課
長　

湖
面
利
用
は

現
在
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
利
用

状
況
等
を
注
視
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
振
興

　
啓
発
活
動
に
も
っ
と
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
課
長　

令
和
２
年
度

は
、
中
学
３
年
生
に
対
し
て
マ

ス
ク
ケ
ー
ス
と
一
緒
に
男
女
共

同
参
画
の
解
説
を
同
封
し
、
啓

発
に
努
め
た
。

　

更
な
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て

は
、
外
部
講
師
の
講
演
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長　

役
場
内
に
お
い
て

も
、
女
性
管
理
職
の
登
用
な

ど
、
可
能
な
限
り
増
や
し
て
い

き
た
い
。

男
女
共
同
参
画
事
業

（
仮
称
）山
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺

土
地
利
用
構
想
関
連
事
業

　
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
方
法
を
検

討
す
る
べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
入
り
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
、
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
な
ど
と
共
に
、
開
催
方
法
等

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
今
後
の
方
向
性
や
導
入
に

向
け
た
優
先
順
位
は
。

環
境
課
長　

マ
イ
ク
ロ
水
力
と

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
２
つ
を
優

先
的
に
進
め
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
水
力
に
つ
い
て
は
、

民
設
民
営
で
検
討
し
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

は
、
町
内
２
施
設
に
導
入
す
る

た
め
の
規
模
や
燃
料
調
達
等
の

課
題
を
取
り
ま
と
め
て
、
専
門

家
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
風
力
や
太
陽
光
な
ど

も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
推
進
事
業

　
延
伸
に
向
け
た
調
整
に
つ

い
て
、
今
後
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

庁
内
会
議
を

開
催
し
、
後
方
延
伸
な
ど
の
基

本
的
な
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

　

今
後
、
鉄
道
公
園
内
の
遊
具

移
設
な
ど
の
調
整
や
経
費
に
つ

い
て
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｄ
52
の
延
伸
計
画

　
試
行
運
転
予
定
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
内
容
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

公
共
交
通
対
策
事
業

　
歳
入
４
億
５
千
万
円
の
算

出
根
拠
は
。

　
ま
た
、
体
験
型
返
礼
品
な

ど
を
取
り
入
れ
、
関
係
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
を
進
め

て
は
。

町　

長　

こ
れ
ま
で
お
せ
ち
や

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
が
金
額
的
に

は
貢
献
し
て
い
る
が
、
他
の
自

治
体
で
も
同
様
の
も
の
が
あ

り
、
歳
入
を
見
込
む
に
は
不
安

定
で
あ
る
。

　

体
験
型
は
山
北
町
の
Ｐ
Ｒ
と

し
て
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ（※
）体
験
な
ど

金
額
よ
り
も
ニ
ー
ズ
を
重
視
し

て
い
き
た
い
。

（※

）Ｓ
Ｕ
Ｐ
と
は

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー

ド
の
略

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金

　
こ
れ
が
山
北
だ
と
い
う
皆

が
認
識
で
き
る
よ
う
な
商
品

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

現
在
、
山
北

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
22
品
目
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
町
版

持
続
化
補
助
金
等
を
通
じ
、
開

発
費
な
ど
も
支
援
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　

商
工
会
と
も
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

山
北
ブ
ラ
ン
ド

推
進
事
業
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一
般
会
計

男女共同参画社会へ更なる啓発を

？？ここが
聞きたい？

　

歳
入
が
１
億
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因

と
住
民
税
の
課
税
人
数
は
。

町
民
税
務
課
長

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
伴
う
法
人

の
決
算
見
込
み
か
ら
減
収
に

な
っ
て
い
る
。
　

　

個
人
住
民
税
の
現
在
の
課
税

人
数
は
、
５
３
２
８
名
で
、
前

年
と
比
べ
３
名
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

町
　

長
　

子
育
て
世
代
の
転
入

町
　

長
　

子
育
て
世
代
の
転
入

町
　

長

な
ど
を
推
進
し
、
少
し
で
も
税

収
を
増
や
せ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
。

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？予算審査予算審査
児玉洋一 予算特別委員会委員長

　

ゲ
ー
ト
空
間
の
整
備
と
し
て

ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
や
道
の
駅

周
辺
を
優
先
し
、
そ
れ
以
外
の

展
開
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
意
見
等
も
聞
き
な
が

ら
、
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（※

）Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
は

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
土
地
利
用
構
想
概
略
図
作

成
に
向
け
た
、
町
と
し
て
の

考
え
方
は
。

企
画
政
策
課
長　

土
地
利
用
構

想
の
５
つ
の
展
開
イ
メ
ー
ジ
の

う
ち
、「
Ｓ
Ｉ
Ｃ（※

）
周
辺
の

ゲ
ー
ト
空
間
の
整
備
」
と
「
道

の
駅
周
辺
の
整
備
」
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
概
略
図
の
作

成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

D52の延伸で次の一手を

この賑わいをもう一度

丹沢湖をSUPの聖地に

町の新たな玄関を核とした周辺整備を
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福
祉
課
長　

業
務
委
託
す
る
こ

と
で
、
き
め
細
か
な
運
営
が
可

能
と
な
る
。

　

児
童
の
多
様
な
体
験
や
活
動

の
機
会
、
支
援
員
に
対
す
る
研

修
の
充
実
、
ま
た
困
難
な
事
例

や
専
門
的
な
分
野
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
支
援
員
に
つ
い
て

も
多
様
な
人
材
確
保
が
図
ら
れ

る
。
委
託
開
始
は
10
月
か
ら
の

予
定
で
あ
り
、
委
託
化
に
向
け

て
業
者
選
定
や
保
護
者
、
町
民

へ
の
説
明
等
、
慎
重
に
実
施
し

て
い
く
。

教
育
長　

業
務
内
容
を
見
直

し
、
子
育
て
教
育
に
つ
い
て
一

貫
性
を
持
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
進
め
て
い
き
、
将
来
像

と
し
て
は
教
育
を
色
濃
く
出
し

た
い
。

　

ま
ず
図
工
室
を
移
設
し
環
境

を
整
え
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育

を
届
け
る
こ
と
が
よ
り
良
い
形

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

町　

長　

学
童
で
様
々
な
問
題

が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
町
が
し
っ
か
り
関
与
し

て
業
務
委
託
を
し
、
よ
り
良
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

　
「
空
き
家
は
あ
る
の
に
住

む
家
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と

の
声
が
多
い
。
定
住
促
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー

を
活
用
し
、
も
っ
と
積
極
的

に
移
住
定
住
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

定
住
対
策
課
長　

現
在
、
定
住

促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
町
内
不

動
産
会
社
に
１
名
、
サ
ポ
ー

タ
ー
は
６
つ
の
連
合
自
治
会
か

ら
６
名
と
移
住
者
２
名
の
８
名

で
構
成
し
て
い
る
。

　

町
内
の
空
き
家
と
思
わ
れ
る

56
物
件
に
対
し
、
所
有
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
所
有
者
だ
け
で
な
く
周

辺
の
方
も
含
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
移
住
定

住
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

定
住
対
策
事
業

　
加
入
世
帯
や
加
入
数
が

年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
運
営
主

体
が
都
道
府
県
化
と
な
り
、

財
政
状
況
が
見
え
に
く
い
。

　
実
際
の
国
保
財
政
状
況
は

ど
う
な
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

昨
年
か
ら
国

保
加
入
世
帯
は
55
世
帯
、
被
保

険
者
数
は
、
１
２
９
名
減
少
し

て
お
り
、
国
保
財
政
と
し
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る

中
で
、
保
険
税
の
見
直
し
も
難

し
い
。

（※

）Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と
は

１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
と
高
速

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体

的
に
整
備
し
、
創
造
性
を
育

む
教
育
を
全
国
の
学
校
で
持

続
的
に
実
現
さ
せ
る
た
め
の

国
の
取
り
組
み

町　

長　

県
で
統
一
化
等
に
つ

い
て
も
調
整
を
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
始
ま
っ
た
当
初
は
、

各
市
町
村
の
財
政
状
況
が
違
う

た
め
、
財
政
力
が
弱
い
と
こ
ろ

が
恩
恵
を
受
け
て
い
た
部
分
が

あ
っ
た
が
、
今
後
は
財
政
状
況

が
年
々
厳
し
く
な
る
と
認
識
し

て
い
る
。

副
町
長　

今
後
、
借
入
金
の
解

消
に
つ
い
て
も
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
う
等
、
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
令
和
６
年
度
か
ら
下
水
道

事
業
が
公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
、
運
用
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
か
。

上
下
水
道
課
長　

公
営
企
業
会

計
化
す
る
こ
と
で
、
資
産
状
況

や
使
用
料
、
補
助
金
、
起
債
に

よ
る
収
入
状
況
、
維
持
管
理
費

用
等
、
長
期
的
視
点
で
、
予
算

決
算
の
「
見
え
る
化
」
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。　

　

そ
れ
に
よ
り
適
正
な
使
用
料

に
つ
い
て
審
議
会
等
で
議
論
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

人
口
３
万
人
未
満
の
地
方
自

治
体
の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
公
営

企
業
会
計
で
運
用
す
る
と
し
て

い
る
。

　
使
用
料
は
、
全
国
平
均
値

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
。

　
ま
た
、将
来
の
見
通
し
は
。

上
下
水
道
課
長　

山
北
町
は
地

形
的
に
ポ
ン
プ
を
使
わ
ず
、
自

然
流
下
で
流
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
全
国
水
準
か
ら
見
て
も

安
価
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画（※

）を
行
う
こ

と
で
、
今
後
の
施
設
更
新
や
修

繕
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
検
討

し
、
適
正
な
使
用
料
等
に
つ
い

て
審
議
会
に
諮
る
必
要
が
あ
る
。

（※

）ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
と
は

長
期
的
な
視
点
で
下
水
道
施

設
全
体
の
今
後
の
老
朽
化
の

状
況
を
考
慮
し
、
優
先
順
位

付
け
を
行
っ
た
上
で
、
施
設

の
点
検
・
調
査
・
修
繕
・
改

善
等
、
全
体
を
対
象
と
し
た

施
設
管
理
を
最
適
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
計
画

下
水
道
事
業

　
業
務
委
託
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
・
各
種
連
携
な
ど
、
体
制
強
化
が
必

要
で
は
。

　
河
村
新
城
は
、
紹
介
動
画

が
公
開
さ
れ
、
現
地
を
訪
れ

る
方
も
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
の
利
活
用
に
関
す

る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　

今
後
、
県
と

共
催
で
新
城
見
学
会
や
、
発
掘

調
査
に
よ
る
出
土
品
等
に
つ
い

て
も
有
効
活
用
し
た
い
。

　

ま
た
、
河
村
新
城
の
御
城
印

の
作
成
や
案
内
看
板
の
設
置
、

ガ
イ
ド
の
会
を
発
展
さ
せ
る
な

ど
検
討
し
て
い
く
。

文
化
財
保
護
事
業

地
域
課
題
の
解
決
等
に
向

け
て
、山
北
高
校
と
の
連
携
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

現
在
、「
地
域
課
題

の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を

実
現
す
る
取
り
組
み
」
に
対
し

て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
介

し
様
々
な
支
援
協
力
を
行
っ
て

い
る
。

　

地
域
学
習
の
た
め
、
町
バ
ス

を
使
用
し
た
り
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の

発
表
会
、
間
伐
体
験
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、
生
徒
が
実
際
に

体
験
し
、
課
題
を
把
握
し
て
探

究
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
る

と
同
時
に
、
新
し
い
感
性
を
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
。

山
北
高
校
と
の
連
携

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル（※

）

の
実
現
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
の
計
画
は
。

学
校
教
育
課
長　

教
育
用
Ｐ
Ｃ

端
末
運
用
支
援
業
務
委
託
で
令

和
３
年
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
を
考
え
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
と
共
に
今
後
、
週
２
日
の

勤
務
を
予
定
し
て
い
る
。

教
育
振
興
事
業
　
平
成
26
年
度
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
な
い
プ
ー
ル
の
土
地

借
上
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
プ
ー
ル
の
解
体

等
に
つ
い
て
、
問
題
を
先
送

り
に
せ
ず
、
積
極
的
に
検
討

し
て
は
。

教
育
長　

現
在
の
プ
ー
ル
を
改

修
し
て
、
新
し
く
水
泳
授
業
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

学
校
施
設
の
維
持
管
理
を
行

い
な
が
ら
、
今
後
プ
ー
ル
を
解

体
し
、
返
却
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
く
。

山
北
中
学
校
費

特
別
会
計

通年利用が待たれる図工室

脚光を浴びる河村新城
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議の結果

第１回　定例会（３月４日～16日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

山北町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
・介護保険法施行令の改正及び令和3年度から令
和5年度までの介護保険料の改定に伴い、改正
するもの

山北町指定居宅介護支援及び基準該当居宅介護支援
に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準の一部を改正する省令が施行されるこ
とに伴い、改正するもの

山北町地域密着型サービスに関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準の一部を改正する省令
が施行されることに伴い、改正するもの

山北町地域密着型介護予防サービスに関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係わる介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準の一部を改正する省令
が施行されることに伴い、改正するもの

山北町指定介護予防支援及び基準該当介護予防支援
に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係わる介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準の一部を改
正する省令が施行されることに伴い、改正するもの

山北町立山北診療所の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・山北町立山北診療所の患者数の減少に伴い木
曜日も休診日とするため、改正するもの

令和2年度山北町一般会計補正予算（第11号）
・主に国・県補助負担金の変更、各事業費の執行見込み
による減で歳入歳出それぞれ1億1905万円を減額し、
予算の総額を歳入歳出それぞれ73億2613万円とする

令和2年度山北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）
・主に確定見込み等による県支出金保険給付費の
減で歳入歳出それぞれ3570万円を減額し、予算
の総額を歳入歳出それぞれ14億4416万円とする

令和2年度山北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・主に後期高齢者医療広域連合給付金の減で歳入
歳出それぞれ97万円を減額し、予算の総額を歳
入歳出それぞれ1億9445万円とする

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

令和2年度山北町下水道事業特別会計補正予算（第4号）
・主に確定見込みによる下水道使用料の減で歳入
歳出それぞれ890万円を減額し、予算の総額を歳
入歳出それぞれ4億488万円とする

令和２年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計補
正予算（第２号）
・主に浄化槽設置事業の減で歳入歳出それぞれ
2471万円を減額し、予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ3250万円とする

令和2年度山北町介護保険事業特別会計補正予算
（第3号）
・主に確定見込み等による保険給付金の減で歳入
歳出それぞれ4248万円を減額し、予算の総額を
歳入歳出それぞれ12億7412万円とする

令和2年度山北町商品券特別会計補正予算
（第3号）
・プレミアム付商品券の確定見込みによる減で歳
入歳出それぞれ2167万円を減額し、予算の総額
を歳入歳出それぞれ8576万円とする

令和3年度山北町一般会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ49億1900万円
と定める

令和3年度山北町国民健康保険事業特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ14億4122万円
と定める

令和3年度山北町後期高齢者医療特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ1億8499万円
と定める

令和3年度山北町下水道事業特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ3億9446万円
と定める

令和3年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ5692万円と定
める

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

第１回　臨時会（２月15日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和2年度 山北町一般会計補正予算（第10号）
・新型コロナウイルスワクチン接種に対応するた
め、歳入歳出それぞれ670万円を追加し、予算の
総額を歳入歳出それぞれ74億4518万円とする

専決処分の承認について（令和２年度山北町一般
会計補正予算（第９号））可　決 承　認

議案等審

件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和3年度山北町山北財産区特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ372万円と定める

令和3年度山北町共和財産区特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ4453万円と定
める

令和3年度三保財産区特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ737万円と定める

令和３年度山北町介護保険事業特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ12億3454万円
と定める

令和3年度山北町商品券特別会計予算
・予算の総額は歳入歳出それぞれ698万円と定める

令和３年度山北町水道事業会計予算
・予算の総額は2億7234万円と定める

町道路線の認定について（№274号  川村歩道橋線）
・県道74号から町道269号川村小学校入口線まで
の通路を町道として管理する必要が生じたため、
路線の認定をするもの

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

同　意

同　意

報告のみ

指定管理者（非公募施設）の指定について
・町立の山北第2児童館、向原児童館、ふるさと
直販加工所、共和のもりセンター及び中川温泉ぶ
なの湯の指定管理者を指定するもの

足柄上地区介護認定審査会共同設置規約の協議に
ついて
・介護認定審査会を共同設置するに当たり、足柄
上地区1市5町で協議することについて議決を
求めるもの

山北町固定資産評価審査委員会委員の選任について
・任期満了に伴い、委員を選任するもの
 「武尾 昌則」氏

山北町農業委員会委員の過半数を認定農業者等又
はこれらに準ずる者とすることについて
・農業委員会等に関する法律第8条第5項ただし
書き及び同法施行規則第2条の規定により、山
北町農業委員会委員の任命について議会の同意
を得るもの

山北町農業委員会委員の任命について                                                                                                                                                                                                                                                                                            
・山北町農業委員会委員等候補者選考委員会の答
申に基づき農業委員会委員を任命するもの

　「三尋木 重夫」氏、「髙杉 光男」氏、「二宮 慶晃」氏、
「杉山 照枝」氏、「細谷 晋之」氏、「磯崎 加代子」氏

令和3年度山北町土地開発公社事業計画及び予算
について

第２回　臨時会（４月27日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和3年度 山北町一般会計補正予算（第１号）
・主に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金事業、ワクチン接種による増で、歳入歳
出それぞれ1億3214万円を追加し、予算の総額
を歳入歳出それぞれ50億5114万円とする

令和２年度町道谷戸北畑線災害復旧工事（繰越明
許）請負契約の締結について
・工事請負契約を締結するもの

専決処分の承認について（山北町税条例の一部を
改正する条例の制定について）

専決処分の承認について（令和２年度山北町一般
会計補正予算（第12号））

可　決

可　決

承　認

承　認

第３回　臨時会（５月12日）
件　　　　名 審議結果 件　　　　名 審議結果

令和３年度山北町一般会計補正予算（第２号）
・主に新型コロナウイルスワクチン接種事業、
川村小学校施設維持管理運営事業の増額で、
歳入歳出それぞれ242万円を追加し、予算の総
額を歳入歳出それぞれ50億5357万円とする

山北町監査委員の選任について
・「瀬戸顯弘」氏
※山北町監査委員の選任について、瀬戸顯弘議員
は当事者のため採決には加われません。

可　決 同　意
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る
当
町
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま

し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
下

で
も
、
自
然
豊
か
で
都
心
か
ら
も

近
い
山
北
町
へ
の
移
住
や
二
拠
点

生
活
へ
の
注
目
も
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
こ
そ
、
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
議
会
と
行
政
そ

し
て
町
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

５
月
12
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

６
年
間
勤
め
て
い
た
だ
い
た
府
川

前
議
長
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛

感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
や
町
民
が

影
響
を
受
け
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
も

中
止
と
な
り
、
観
光
立
町
で
も
あ

新議長

児 玉 洋 一

石田照子 堀口恵一

副委員長

瀬戸伸二

委員長

山崎政司瀬戸顯弘遠藤和秀 瀬戸恵津子

総
務
環
境
常
任
委
員
会

児玉洋一 府川輝夫

副委員長

冨田陽子

委員長

和田成功鈴木登志子清水　明 熊澤友子

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

瀬
戸
恵
津
子

副
委
員
長

山
崎
　
政
司

委
　
　
員

和
田
　
成
功

府
川
　
輝
夫

冨
田
　
陽
子

石
田
　
照
子

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

冨
田
　
陽
子

副
委
員
長

清
水
　
明

瀬
戸
　
伸
二

（
広
報
分
科
会
）

分
科
会
長

清
水
　
明

副
分
科
会
長

堀
口
　
恵
一

委
　
　
員

山
崎
　
政
司

和
田
　
成
功

府
川
　
輝
夫

石
田
　
照
子

（
広
聴
分
科
会
）

分
科
会
長

瀬
戸
　
伸
二

副
分
科
会
長

遠
藤
　
和
秀

委
　
　
員

瀬
戸
恵
津
子

熊
澤
　
友
子

鈴
木
登
志
子

瀬
戸
　
顯
弘

監
査
委
員

瀬
戸
　
顯
弘

足
柄
上
衛
生
組
合

議
会
議
員

児
玉
　
洋
一

和
田
　
成
功

足
柄
西
部
清
掃
組
合

議
会
議
員

児
玉
　
洋
一

石
田
　
照
子

山
崎
　
政
司

新副議長

石 田 照 子

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
改
革
に
終
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
皆
様
の
声
を
町
政
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
親
し
み
あ
る
議
会
を
め
ざ

し
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

柿
の
葉
の
輝
く
緑
が
青
空
に
ま

ぶ
し
い
五
月
、
議
会
も
新
体
制
と

な
り
心
新
た
に
始
動
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、副
議
長
に
選
任
さ
れ
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
活
動

が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
全
力
で

５月12日開催の第３回臨時会において新しい議会構成となりました。

議
会
人
事
決
ま
る

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
週
水
曜
日

に
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
、
交
流
活
動
を

実
施
し
て
い
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」で
は
、

遊
具
や
備
品
が
不
充
分
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
現
状
調
査
に
努
め
る
と
と
も
に

子
ど
も
教
室
を
運
営
す
る
担
当
課
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
地
域
の
方
々
と
の
更
な
る
連
携
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

夏
休
み
の
拡
充
教
室
な
ど
も
含
め
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境

と
な
る
よ
う
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
）
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
が
実
施
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

で
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

事
業
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
や

担
当
課
へ
の
提
言
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
よ
り
こ
れ
ま
で
の
体
制
か
ら
事
業
運

営
が
民
間
委
託
に
な
る
予
定
で
す
。
新
た
な

体
制
の
も
と
、
教
室
拡
充
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整

備
を
は
じ
め
、
委
託
化
す
る
こ
と
で
事
業
運
営

の
改
善
が
図
ら
れ
る
の
か
、
今
後
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

業
務
委
託
化
へ

関
係
機
関
の
連
携
強
化
を

　子どもたちが健やかに、安心して過ごせる環境づくりを目指し、
放課後の子どもたちの居場所づくりについて、放課後児童クラブを
中心に調査・研究を進めてきました。

調査・研究テーマ

子どもの居場所づくり

議会では、所管の異なる２つの常任委員会を設け、町の諸課題に対し調査研究を２年間
進めてきました。
　５月からは新たな構成委員で、町の諸課題について引き続き調査研究を進めてまいります。

議会では、所管の異なる２つの常

委      R
任委員会を設け、町の諸課題に対し調査研究を２議会では、所管の異なる２つの常任委員会を設け、町の

委委委委      RRRRRRRR員会 eport

福祉教育
常任委員会

児童クラブの支援員との話し合いを
重ねた委員会

　

町
で
は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
土
地

利
用
構
想
を
Ｉ
Ｃ
中
心
か
ら
半
径
５
Km

圏
内
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
と

し
て
は
、
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
三
保
・
共
和
地
域
へ
の
観
光
振
興

や
Ｉ
Ｃ
を
拠
点
と
し
た
北
側
へ
抜
け
る

新
た
な
道
路
交
通
軸
の
検
討
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
後
も
更
な
る
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

公
共
交
通
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

委
員
会
と
し
て
清
水
地
区
で
「
公
共
交
通

課
題
の
聴
き
取
り
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
へ
公
共
交
通
網

の
視
察
や
、
既
に
実
施
し
て
い
る
共
和
福

祉
バ
ス
の
取
り
組
み
な
ど
の
研
究
を
重
ね
、

令
和
３
年
度
に
三
保
・
清
水
地
域
へ
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
転
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
事
業
を
検
証
し

山
間
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
外
を
見

据
え
た
更
な
る
交
通
網
の
利
便
性
向
上
に

向
け
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

三
保
・
清
水
地
域
で

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
試
行
へ

土
地
活
用
は
も
っ
と

広
域
的
視
点
で
検
討
を

　人口減少のスピードを抑え、移住・定住人口を増やすため、新
たな玄関口ともなる（仮）山北スマートIC周辺の土地活用と公共交
通網の再構築について、調査・研究を進めてきました。

調査・研究テーマ

スマートIC周辺の土地活用
公共交通網の再構築

総務環境
常任委員会

小山町を走るデマンドバスは、通勤・
通学・観光客など、誰でも利用が可能
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和田  成功  議員

問やまきた児童クラブの一層の充実を
答保護者のニーズに応え充実させていきたい

一
般
質
問

問

や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
に
関

す
る
支
援
員
・
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
集
計
結
果
を
踏
ま
え
、
運
営

改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
は
。

答　
集
計
結
果
を
参
考
に
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
安
全
で
安
心

し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
面
で
改
善

し
て
い
き
た
い
。

　
問

や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
の
位
置

付
け
は
。

答　
保
護
者
の
希
望
に
沿
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
も
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
安
全
で
安
心
感
の
あ
る
生
活

の
場
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
子
育
て
し
や
す
い
町
と
し

て
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
、
当
町
に
お
い

て
も
令
和
３
年
２
月
１
日
現
在
の
人

口
は
９
９
５
４
人
で
あ
る
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
・
移

住
対
策
な
ど
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
質
問
す
る
。

やまきた児童クラブの一層の充実を
保護者のニーズに応え充実させていきたい

問　

小
学
校
・
放
課
後
子
ど
も
教

室
・
地
域
及
び
各
担
当
課
の
連
携
強
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
各
担
当
課
で
連
携
・
連
絡
等
常

に
密
に
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
に
業
務
内
容
の
見
直
し
等
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
政
改
革
を
進
め

て
い
く
。

　

乳
幼
児
教
育
保
育
の
あ
り
方
基
本
方

針
に
基
づ
き
０
歳
〜
15
歳
ま
で
の
一
貫

教
育
・
保
育
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
。 子どもたちがより安全で安心して過ごせる場所へ

（児童クラブ支援員のミーティング）

おやつの時間を楽しむやまきた児童クラブの子どもたち

国指定重要無形民俗文化財「山北のお峯入り」

人口減少が著しい三保地区

原稿は、質問者本人が作成しています。原稿は、質問者本人が作成しています。

問将来の人口減少問題への取り組みは

瀬戸  伸二  議員

答目標達成のため各種施策を推進していく

一
般
質
問

　
令
和
２
年
の
一
年
間
で
当
町
の

人
口
は
、
１
４
４
人
減
少
し
て
い

る
。
こ
の
間
に
総
人
口
も
一
万
人

を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。今
後
10
年
、

当
町
の
人
口
は
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
は
、

大
幅
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

　
現
在
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
の
人
口
の
流
出
が

お
き
て
い
る
事
は
報
道
に
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
。
山
北
の
将
来
を
考

え
た
と
き
、
今
が
人
口
減
少
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
質
問
す
る
。

問　
山
北
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
素
案
）
に
本
町
目
標
人
口
９
２

６
３
人
と
あ
る
が
目
標
達
成
に
向
け
て

の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答　
具
体
的
に
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
東
山
北
駅
前
広
場
等
の
交
通
結

節
点
の
整
備
、
住
環
境
と
し
て
既
存
公

園
の
整
備
な
ど
が
あ
る
。

　

山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
を
最
上
位

に
山
北
町
第
３
次
土
地
利
用
計
画
な
ど

と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
目
標
達
成

の
た
め
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
人
口
減
少
が
著
し
い
、
三
保
・

清
水
・
共
和
地
区
の
定
住
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
定
住
対
策
に
関
す
る
町
全
体
の

総
合
的
な
計
画
や
取
り
組
み
内
容
等
を

定
め
、
庁
内
全
体
で
移
住
・
定
住
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
地
区
ご
と
の

状
況
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
対
策
に
つ

い
て
は
現
状
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
人
口
減
少
に
よ
る
無
形
文
化
財

に
係
る
人
材
確
保
及
び
人
材
育
成
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
社
会
科
副
読
本
「
歴
史
・
文
化

か
ら
学
ぶ　

わ
た
し
た
ち
の
山
北
」
を

発
行
し
、
町
の
文
化
を
学
び
次
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

継
承
意
欲
が
活
発
化
し
、
人
口
流
出
の

抑
制
に
繋
が
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

問
答
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堀口  恵一  議員

問大規模化災害に対応したまちづくりを
答適切な対策を講じていく必要があると考えている
大規模化災害に対応したまちづくりを
適切な対策を講じていく必要があると考えている

旧清水中学校奥の新東名工事用トンネル箇所

活用してはと思う新東名工事用トンネル

原稿は、質問者本人が作成しています。

　
問　
新
東
名
の
自
衛
隊
を
含
め
災
害

時
の
緊
急
出
入
り
口
の
計
画
は
。

　
答　
向
原
地
区
、
共
和
地
区
、
清
水

地
区
に
緊
急
開
口
部
設
置
計
画
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
問　
新
東
名
河
内
川
橋
工
事
の
工
事

用
ト
ン
ネ
ル
を
避
難
所
、
備
蓄
倉
庫
、

観
光
利
用
な
ど
多
目
的
施
設
と
し
て
利

用
し
て
は
。

　
答　
工
事
終
了
後
は
基
本
的
に
埋
め

戻
し
と
聞
い
て
い
る
。

　

高
速
道
路
の
事
業
用
地
内
な
の
で
、

高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
の
考

え
が
優
先
さ
れ
る
。

備
し
、
改
訂
版
山
北
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
全
世
帯
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　

富
士
山
噴
火
に
つ
い
て
は
、
国
、
県

に
よ
り
「
富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

策
定
や
広
域
的
な
防
災
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
適
切
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
問　
防
災
対
策
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の

取
り
組
み
状
況
は
。

　
答　
町
職
員
有
志
が
ド
ロ
ー
ン
を
借

り
て
利
活
用
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
が
、
防
災
の
観
点
か
ら
町
で
も
所
有

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
昨
今
、
今
ま
で
の
想
定
を
超
え
る

洪
水
、
強
風
、
土
砂
崩
れ
、
夏
の
猛

暑
日
の
増
加
な
ど
が
実
際
に
起
こ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
も
想
定
さ
れ
、
引
き
続
き
富
士

山
噴
火
な
ど
も
起
こ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
国
で
は
、
気
候
変
動
適
応
法
を
整

備
し
て
お
り
、
町
で
は
将
来
的
な
気

候
変
動
に
も
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
問　
町
の
大
規
模
化
災
害
へ
の
具
体

的
な
対
策
は
。

　
答　
避
難
所
用
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
エ
コ

マ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
、
間
仕
切
り
を
増

　
問　
丸
山
の
地
下
空
間
は
避
難
所
、

備
蓄
倉
庫
、企
業
オ
フ
ィ
ス
、他
多
目
的

で
の
利
用
可
能
性
が
あ
る
。
先
進
大
企

業
に
地
下
利
用
誘
致
を
図
る
考
え
は
。

答　
法
律
の
対
象
地
域
で
な
い
の
で

考
え
て
い
な
い
。

山北、向原、岸の中心にあり地下活用をと思う丸山

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 透間地区の砂利採取跡地利用計画の早期策定を

山崎  政司  議員

答事業者・土地所有者の意見を伺い協力していく

一
般
質
問

問　
砂
利
採
取
税
条
例
の
今
後
の
取

り
扱
い
は
。

答　
砂
利
採
取
税
は
、
昭
和
57
年
に

創
設
し
、
迂
回
路
の
改
良
整
備
や
交
通

関
係
整
備
費
へ
の
財
源
と
し
て
活
用
し

て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

こ
と
、
事
業
者
の
経
営
状
況
、
総
務
省

よ
り
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
回
の
更
新

は
大
変
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
透
間
地
区
の
広
大
な
土
地
で
砂

利
採
取
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
企
業
の
進
出
計
画
や

住
宅
建
設
計
画
を
促
す
た
め
に
も
早
期

に
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

答　
現
在
事
業
者
が
平
地
化
計
画
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
保
安

林
代
替
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
県

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
関

係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
協
力
し
て

い
く
。

の
対
応
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
備

の
設
置
を
建
築
条
件
と
し
、
事
業
者
が

募
集
を
し
て
い
る
。

「
お
試
し
住
宅
」に
も
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設

備
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　

丸
山
地
区
の
宅
地
分
譲
地
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
と
な
っ
た
こ
と
で
購
入
を
決
め

た
方
も
お
り
完
売
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
情
報
発
信
を
す
る
と
共
に
、

空
き
家
活
用
助
成
金
の
補
助
対
象
に
テ

レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
費
用
も
対
象
と
な

る
よ
う
考
え
る
。

問透間地区の砂利採取跡地利用計画の早期策定を
答

透間地区で砂利採取工事中

自宅でテレワーク可能

問
テ
レ
ワ
ー
ク
に
伴
う
移
住
希
望
者
誘
致
の
強
化
を

答
今
後
も
情
報
発
信
、助
成
金
を
考
え
る

一
般
質
問

　
昨
年
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
伴
う
移
住

希
望
者
を
山
北
町
に
誘
致
し
定
住
人

口
増
加
に
繋
げ
る
べ
く
質
問
し
、
あ

ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
用
い
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
と
の
回
答
を
得
た
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

　
問　
そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
と
成

果
、
今
後
の
計
画
は
。

答　
現
在
、
計
画
を
進
め
て
い
る
水

上
住
宅
整
備
事
業
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
へ

岸

向原
山北

御殿場線
誘致先進大企業

川村小学校
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間伐済み風景

マイクロ水力発電設置予定地

太陽光発電装置

熊澤  友子  議員

問子育て支援の更なる充実を
答 0～15歳の一貫教育・保育と一元化を図る

一
般
質
問

問

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
参

加
人
数
が
減
少
し
て
い
る
が
対
策
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事

態
宣
言
に
伴
う
学
校
休
業
等
に
伴
う
減

少
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
減
少
し
て
い

な
い
。
今
後
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

連
携
を
深
め
、
魅
力
あ
る
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
運
営
に
努
め
る
。

　
問

国
の
所
管
は
幼
稚
園
が
文
部
科

学
省
、
保
育
園
は
厚
生
労
働
省
で
あ
る
。

担
当
課
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
に
、
支

障
は
な
い
の
か
。

答　
国
・
県
の
所
管
が
違
う
こ
と
が
、

担
当
課
の
一
元
化
へ
の
障
が
い
に
な
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問

子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
に
今

後
の
展
開
と
実
施
時
期
は
。

答　
一
貫
教
育
・
保
育
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
よ
り

充
実
し
た
対
応
が
で
き
る
。

　

令
和
３
年
度
に
基
本
方
針
を
策
定

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
担
当
課
の
一
元

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
山
北
町
は
、
子
育
て
支
援
が
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
が
、
他
市

町
村
で
も
同
じ
よ
う
な
支
援
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活

や
仕
事
環
境
が
変
化
し
、
子
育
て
支

援
へ
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
山
北
町
の
乳
幼
児
教
育
・
保
育

等
の
あ
り
方
基
本
方
針
」の
中
で「
０

〜
15
歳
の
一
貫
教
育
・
保
育
と
一
元

化
を
図
る
」
と
あ
る
。
良
い
取
り
組

み
で
あ
る
と
思
い
、
次
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
）

は
、
現
在
２
教
室
で
異
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
遊
ん
だ
り
、
宿
題

を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
と
、
静
と

動
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
に
く
い
環
境
で

あ
る
。
向
い
に
あ
る
図
工
室
を
常
時
利

用
で
き
る
よ
う
提
案
す
る
。

　

町
の
考
え
は
。

答　
学
習
な
ど
で
静
か
に
過
ご
す
た

め
に
は
、
３
つ
目
の
教
室
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
図
工
室
の
常
時
利
用
に
つ

い
て
は
、
実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
。

それぞれの時間を過ごす
学童の子どもたち

原稿は、質問者本人が作成しています。 原稿は、質問者本人が作成しています。

問脱炭素社会の実現化の考えは

遠藤  和秀  議員

答ゼロカーボンシティ参画は重要

一
般
質
問

　
温
室
効
果
ガ
ス
が
毎
年
、
大
気

中
に
蓄
積
さ
れ
地
球
温
暖
化
を
進

行
さ
せ
、
異
常
気
象
災
害
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
化
石
燃
料
の
利
用
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
可
能
な
限
り

減
ら
し
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
重
要
で
あ
る
。

　
国
で
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
を
80
％
に
削
減
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
か

う
政
策
の
策
定
を
す
る
考
え
は
。

答　
現
在
、
本
町
で
は
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
「
や
ま
き
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
大
変
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
参
加
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
を

す
る
。

問　
以
前
に
太
陽
光
発
電
に
補
助
金

を
出
し
推
進
し
て
い
た
が
現
在
は
な

い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な

時
に
補
助
金
を
な
く
し
た
要
因
は
。

答　
県
の
補
助
事
業
が
終
了
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
町
補
助
事
業
の
見
直
し

で
事
業
を
終
了
し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け

て
、
広
く
町
民
、
事
業
者
へ
の
普
及
啓

発
を
図
る
た
め
に
、
町
全
体
で
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
促
進
に

向
け
た
支
援
・
制
度
等
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
建
設
を
予
定
し
て
い
る
公
共
施

設
の
省
エ
ネ
対
策
等
の
考
え
は
。

答　
既
存
の
公
共
施
設
等
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

一
般
社
団
法
人
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

機
構
の
提
案
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ

の
導
入
に
向
け
て
基
礎
調
査
等
を
実
施

し
て
い
る
。

問　
樹
木
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に

大
変
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
町
の
森
林

管
理
の
考
え
は
。

答　
当
町
の
森
林
は
国
・
県
有
林
が

多
く
占
め
て
お
り
、
町
有
林
は
健
全
な

森
林
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問

問
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

答
学
童
の
第
３
教
室
に
図
工
室
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
学
童
）
に
つ
い
て
伺
う
。
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ナラ枯れとは？？
●カシノナガキクイムシという昆虫が
「ナラ菌」を産卵と共に幹へ運び込むこ
とよって引き起こされる樹木の伝染病

●コナラ等のブナ科の樹種が７～９月に
葉が赤褐色に変色し枯死する

● ‘90年前後より日本海側を中心に被害
が目立つようになった

NPO法人共和のもりが取り組んでいる
地元の木材を使ったカッティングボード選手権 ペット同行避難の必需品

原稿は、質問者本人が作成しています。

問　
義
務
教
育
の
児
童
生
徒
に
「
コ

ロ
ナ
対
策
応
援
金
」
を
支
給
す
る
の
は

ど
う
か
。

答　
応
援
金
の
支
給
も
一
つ
の
方
法

で
あ
る
が
、
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
へ
の
支
援
策

を
考
え
て
い
く
。

清水  明  議員

問子どもたちのコロナに立ち向かう気持ちづくりを
答子どもたち一人ひとりへの支援策を考える

一
般
質
問

問　
自
然
災
害
の
脅
威
が
増
し
て
い

る
中
、
官
（
役
場
）
と
民
（
地
域
住
民
）

を
結
ぶ
役
割
を
担
う
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
結
成
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答　
災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
「
防
災
官
」

を
採
用
し
、
今
後
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
・
支
援
に
繋
げ
て
い
く
。

問　
避
難
行
動
の
際
の
ペ
ッ
ト
同
伴

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
か
。

　
こ
の
２
年
間
の
一
般
質
問
の
検
証

と
進
捗
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
問　
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、「
学
童
保
育
」
の
施
設
、
支

援
員
の
量
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
ど
う

現
状
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
量
的
に
は
不
足
は
生
じ
て
い
な

い
。
支
援
員
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
課

題
を
聞
き
取
っ
て
い
る
ほ
か
、
支
援
員

と
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
運
営
に
生
か
し
て
い
く
。
ま
た
、

体
制
強
化
に
向
け
て
民
間
委
託
を
来
年

度
中
に
実
施
し
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

長
期
化
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は

「
新
し
い
生
活
」
に
な
じ
め
ず
心
の

安
定
を
保
つ
の
が
難
し
い
日
々
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
質
問
す
る
。

子どもたちのコロナに立ち向かう気持ちづくりを
子どもたち一人ひとりへの支援策を考える

一
般
質
問

答　
「
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
対

応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、ペ
ッ

ト
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
学
校
校

舎
を
避
難
場
所
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」
の
進

捗
に
つ
き
、
他
市
町
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
授
業
の
実
践
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、当
町
で
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と

１
人
１
台
の
端
末
の
配
備
が
完
了
し
、

活
用
で
き
る
状
況
が
整
っ
た
。

原稿は、質問者本人が作成しています。

問 森林環境譲与税の具体的な計画の進捗状況は

冨田  陽子  議員

答林内路網整備と土留め柵を設置する

一
般
質
問

答　
昨
年
の
調
査
で
、
高
松
地
区
に

て
木
材
の
売
り
上
げ
に
対
し
経
費
が
3.4

倍
か
か
り
、
Ａ
材
（
優
良
材
）
は
全
く

な
か
っ
た
。
経
済
林
で
は
な
く
、
水
源

林
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
県

の
水
源
事
業
を
促
進
し
て
い
く
。

問　
昨
年
夏
、
ナ
ラ
枯
れ
が
各
地
で

目
立
ち
当
町
で
も
枯
れ
て
い
る
木
が

あ
っ
た
。
被
害
状
況
と
対
策
は
。

答　
令
和
２
年
度
、
県
全
体
で
１
８

２
２
４
本
、
当
町
の
被
害
報
告
は
１
８

８
１
本
で
あ
る
。
森
林
組
合
な
ど
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
薬
剤
を
提
供
す
る
仕

組
み
を
考
え
て
い
く
。

　
令
和
元
年
６
月
の
定
例
会
で
質
問

し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
具
体
的

な
計
画
は
」
の
そ
の
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

問　
森
林
現
場
の
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
状
況
は
。

答　
林
内
路
網
整
備
と
森
林
組
合
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
民
家
近
く
の
山
林
か

ら
落
石
を
防
止
す
る
た
め
の
耐
久
性
が

高
い
鋼
製
土
留
め
柵
の
設
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問　
「
町
産
木
材
の
売
り
込
み
や
利

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

く
」
と
い
う
回
答
の
調
査
内
容
は
。

問森林環境譲与税の具体的な計画の進捗状況は
答

問
や
ま
き
た
子
ど
も
知
っ
得

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
状
況
は

答
既
存
の
商
品
券
の
機
能
を
拡
充
し
て
い
く

　
令
和
２
年
９
月
の
定
例
会
で
質
問

し
た
「
や
ま
き
た
子
ど
も
知
っ
得

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
そ
の
後
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
問　
「
町
内
経
済
の
活
性
化
や
感
染

症
の
拡
大
防
止
と
い
う
観
点
で
大
変
有

意
義
だ
」
と
の
前
向
き
な
回
答
を
も

ら
っ
た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答　
既
存
の
町
商
品
券
の
機
能
を
拡

充
す
る
た
め
、
体
験
観
光
事
業
者
も
含

め
多
く
の
事
業
者
に
登
録
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

　
問　
修
学
旅
行
、
卒
業
旅
行
へ
い
け

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、
町

内
で
の
観
光
や
体
験
を
す
る
機
会
を
取

り
入
れ
て
は
。

答　
町
内
で
の
体
験
も
検
討
し
た
が

期
間
が
短
く
断
念
し
た
。
今
後
も
検
討

は
可
能
で
あ
る
。

やまきた児童クラブで楽しく過ごす子どもたち
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議
員
は
４
年
に
１
度
、
選
挙
と

い
う
評
価
を
受
け
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
評
価
を
受
け
る
た
め
に
議
員
活

動
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
も
し

な
く
て
も
４
年
間
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
も
４

年
間
。
自
分
た
ち
の
活
動
は
ど
う
な
の
か
。
絶
え

ず
振
り
返
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
足
を

使
っ
て
直
接
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
今
回
は
ア
ン

ケ
ー
ト
の
形
で
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
回
目

読
ん
で
み
て
、
議
員
は
こ
ん
な
風
に
思
わ
れ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
回
目
読
ん
で
、
そ
こ

は
違
う
ん
だ
け
ど
な
、
と
反
発
の
思
い
が
起
こ
り

ま
し
た
（
ブ
ツ
、
ブ
ツ
）。
５
回
目
読
ん
で
、
頑
張

ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
努
力
し
て
ね
と
い

う
声
に
応
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

清
水
委
員
長
の

つ
ぶ
や
き

好評？な
つぶやき

　
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
の
画

像
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）
及
び
議

会
事
務
局
窓
口
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

住民の声を行政に届けていない ……………9％
行政と町民の橋渡し役を果たしていない …11％
行政のチェック機能を果たしていない ……7％
議員の資質、モラルが低い ………………10％
議員の政策立案能力が低い ………………13％
議会活動が町民に伝わらない ……………13％
定数や報酬の見直しが進んでいない ……17％
次世代の担い手対策が進んでいない ……11％
夜間、休日など、傍聴しやすい議会が
　　　　　　　　　　開催されていない …2％
その他 …………………………………………7％

回答数
70
87
51
80
101
99
132
85

18

55

　
は
じ
め
て
の
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
直
球

あ
り
、
変
化
球
あ
り
、
く
せ
球
あ
り
、
き
つ
い
言
葉
の
中
に
も
議
会
に
対
す
る
想
い
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
さ
て
、
今
度
は
議
会
か
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ
返
す
番
で
す
。
直
球
勝
負
で
す
。

　
今
し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

集　計　結　果【概要版】集　計　結　果【概要版】議 会 ア ン ケ ー ト議 会 ア ン ケ ー ト

大いに満足 …………………5％
ある程度満足 ……………35％
あまり満足していない …44％
全く満足していない ……16％

回答数
14 
110
135
51

反映している ………25％
反映していない ………40％
わからない ……………35％

回答数
77
124
111

回答数

25％

40％

35％

回答数

35％

44％

16％

5％

9％

11％

7％

10％

13％

17％

7％

11％

13％

2％

問６　・反映・満足していない理由   複数回答　７７８回答

調査対象：全世帯
調査期間：令和2年11月16日(月) ～ 30日(月)

問１　性別 男178名、女129名、無回答7名

問２　年齢 10～20代（8名）、30～40代（34名）、50～60代（105名）
  70才代以上（167名）

問３　お住いの地区 三保（40名）、清水（26名）、共和（14名）
  山北（92名）、岸（61名）、向原（79名）
  ※無回答あり

問４　議会への満足度 問５　町民の意思の反映

問７　議員及び議会議員に言いたいこと ※いただいた意見の一部を掲載しています。

【議会活動について】
 住民の声をもっと聞いてください。
 議員は町民の声(山北地域、山地、平地)をもっと吸い上げ議会で話し合い、より良い方法で実践す
るようにお願いしたい。

 議会として私たち町民を巻き込みながら策を考えていくリーダーとなって欲しい。
 行政への監視機能が全く機能していない。
 将来の世代にできるだけ負の遺産を残さないように、町の財務内容を議会議員には厳しくチェッ
クしていただきたい。

 議員の役割を理解していない。町の政策、予算に対して町民の目線でチェックすること。
 政策議論、次世代により良い山北をつなげる議論をしてほしい。
 町議会としての活動や結果が町民に伝わりにくいと感じている。
 アピール報告活動に力を入れるべきと考えます。
 おしゃべりカフェは非常に良い活動だと思うが、どのようにフィードバックされているのか。
 若い世代を引きつけるまちづくりを進めて欲しい。地域もバックアップできる環境をつくる。

【議員定数について】
 議員定数を削減し、そのかわり議員報酬を増額する。
 山間地域からは、最低一人は議員が必要だと思います。
 近隣市町村と比べても人口が少なく、財政も厳しい山北町が議員定数見直しを否決したことは理
解しがたい事でした。再度削減案の提出と可決を望みます。

 財政や人口に対して議員の数が多すぎる。
 人口減少に歯止めがかからない中、議員が自分の地位を守るために議員定数削減に踏み切れない
ように、町民としては見えてしまう。

【応援・激励など】
 このアンケートひとつとっても新たな取り組みだと思います。陰ながら応援しております。
 私たちの選んだ議員です。信頼しておりますので自信を持って行動、発言していただきたい。
 将来のために議会自ら大きく変貌し、時代の流れを先取りして、種を蒔く、水をやることが大切
だと考えます。良き刈入れが出来る様に頑張って欲しいと思います。

 議会だよりが見やすくなりました。いろいろと議会改革が進んでいるんだと思います。

３
１
４
件
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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開催しました！！

※

全
集
計
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
マ
ス
ク
な
し
で
運
動
場
を

走
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
と
て
も
さ
わ
や
か

に
感
じ
ら
れ
た
。

表紙・裏表紙

議会広報モニター様によるアンケート回答の一部をご紹介致します。

◆
表
紙
の
写
真
は
、
行
事
・
活
動

等
の
場
所
・
実
施
日（
撮
影
日
）

も
載
せ
て
ほ
し
い
。

◆
Ｑ
＆
Ａ
形
式
よ
り
新
聞
記
事
形

式
の
方
が
見
や
す
い
か
も
。

読んでもらうために
◆
皆
さ
ん
の
行
政
の
関
心
事
が
か
い
ま
見

ら
れ
て
興
味
深
い
。

◆
議
員
さ
ん
の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
出
て
い

て
多
様
な
質
問
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。

◆
一
年
ご
と
に
年
間
の
一
般
質
問
の
一
覧

と
そ
れ
に
対
す
る
、
町
の
計
画
・
実
行

等
の
ま
と
め
を
の
せ
て
は
。

一般質問について

◆
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
質
問
に
対

し
て
の
経
過
、
結
果
が
い
つ
も
わ

か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
経
過
を
発

表
す
る
場
は
も
て
な
い
の
か
。

◆
委
員
長
の
つ
ぶ
や
き
コ
ー
ナ
ー
好

き
で
す
。
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

内部紙面について

◆ 広報モニターですが、他のモニター
さんと意見交換がしたい。

◆ 幼、小、中学校合同のスクールバス
があると助かる。

◆ 三保地区の若い婦人層と議員間で
意見交換の場を設けてほしい。

◆ 山梨県道志への県道開通実現を。
◆ SNSを含めた情報発信の推進を。
◆ 丹沢湖ビジターセンター・薬草園な
ど遊休施設の早期活用を。

1/20 三保支所

◆ 鳥獣被害対策やヤマビル対策はどうなっているのか。
◆ 定数の削減は、多彩な意見が出にくくなるのでは、また少人数
の意見で決められてしまう心配がある。町民の声が反映されに
くくなるのでは。

◆ 広報モニターだけでなく、政策モニター制度もあるとよい。

2/20 議員控室内ミーティングルーム

三保会場開催風景

山北高校の生徒の皆さん42名から、
「総合的な探究の時間」の授業の中で議会だより203号を読んだ

感想を寄せていただきました。一部をご紹介します。

※全感想はHPに掲載しています。

山北高校の生徒の皆さん42名から、
「総合的な探究の時間」の授業の中で議会だより203号を読んだ

感想を寄せていただきました。一部をご紹介します。

きか
せて 山高生の声

おしゃべりCafeに

行ってみたいと思っ
た。

山北町を良く知ること
ができ好きになること
ができました。

若者でも興味を惹く
ような

記事や見出しがあっ
たら

読む世代幅が広がる
と思った。

※全感想は

活きいきひろばが良かった。
地域の様子が分かりやすく、写真もあって
よかった。予算のことも分かりやすく

書いてあってよかった。

文章が難しすぎて理解する
ことに時間がかかります。

もう少し簡単な単語や表現をすれば
もっと気軽に読めるはずです。

※本紙面では、ご意見の一部を
　ご紹介します。
※詳細な意見はホームページで
　閲覧できます。

議会では、皆様との意見交換の場を増やすことを目的に毎月20日におしゃべりCafeを開催しています。

№204
広報モニターアンケート

やまきた町議会
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４
月
か
ら
施
設
長
に
な
っ
た
中
村
有

佐
と
申
し
ま
す
。
３
月
ま
で
川
村
小
学

校
の
校
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

川
村
小
学
校
で
は
、「
が
ん
ば
る
自
分
・

さ
さ
え
る
仲
間
・
あ
た
た
か
な
聴
き
方
・

や
さ
し
い
話
し
方
」
の
「
す
て
き
」
さ
ん

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
同
じ
で
す
。
今
回
、

着
任
し
て
数
日
過
ご
し
た
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
「
す
て
き
」
さ

ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。「
分
け
隔
て
な
く
遊
び
の
仲
間
に
入
れ
て
く

れ
る
子
」「
１
年
生
に
逆
上
が
り
の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
る
６
年
生
」

「
逆
上
が
り
が
で
き
た
１
年
生
に
拍
手
を
お
く
る
上
級
生
た
ち
」
な

ど
な
ど
、思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
っ
て
い
る
な
あ
、と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
員
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、
毎
日
、

テ
ー
ブ
ル
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど
手
で
触
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
全
て
消

毒
し
て
い
ま
す
。
大
変
な
作
業
で
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
感
じ
た
の
は
、
支
援
員

さ
ん
た
ち
が
本
当
に
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
一
生
懸
命
に

や
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
と
て
も
優
し
い
の
で
す
。

そ
ん
な
支
援
員
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
で
す
。

　

学
校
で
も
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
仕
事

の
目
標
は
「
子
ど
も
の
幸
せ
」
で
す
。「
幸
せ
に
生
き
て
い
く
力
」

を
つ
け
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
今
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と
」
そ
れ

ら
の
こ
と
を
大
切
に
し
て
さ
ら
に
幸
せ
な
や
ま
き
た
児
童
ク
ラ
ブ

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記広

報
分
科
会　
　
　
　

会　

長　

清
水　

明

副
会
長　

堀
口
恵
一

委　

員　

山
崎
政
司

和
田
成
功

府
川
輝
夫

石
田
照
子

山北町ホームページ

議会ホームページ

→町議会のアイコンをクリック

庁舎内テレビでも放映しています
お問い合わせ
議会事務局75-3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください
第２回定例会（予定）

6月11日（金）～6月11日（金）～
※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、開催方法の
　変更や中止となる場合があります
※お越しいただく際は、マスクの着用にご協力をお願いします

日　時：６月20日（日）13：30～15：30
場　所：山北駅前Cafe NICO横
　　　　　　　（芝生スペース付近）

　町議会では、皆さまとの意見交換の場を増やすことを
目的に「おしゃべりCafe」を開催しています。
　日頃、議員は何をしているの？山北町はどうなってい
くの？私の思いを聴いて！など、なんでも結構です。
　気軽にお立ち寄り頂き、皆さまの『声』をお聞かせく
ださい。

を開催します

やまきた町議会

おしゃべり Cafe

「
子
ど
も
の
幸
せ
」
を
第
一
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
長
　
中
村

有
佐
さ
ん

ゆ
う
す
け

ひ
っ
そ
り
と
佇
む
紫
陽
花
が
雨
に
煙
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

酒
匂
川
の
鮎
の
解
禁
、
開
成
町
の
あ
じ
さ
い

祭
り
、
夏
の
あ
の
暑
さ
を
待
ち
わ
び
る
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
く
い
つ
も
の
季
節
が
巡
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

は
た
ま
た
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
め
ざ
し
て
我
慢

の
日
々
を
送
る
毎
日
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
議
会
は
任
期
の
中
間
点
を
迎
え
、
新

し
い
議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
広
報
分

科
会
も
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
新
し
く
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
行
政
に
、
そ
し
て
行
政
の

動
き
を
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
。
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
選
ば
れ
た
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
行
政

を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
今
後
も
努
力
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
清
水　

明
）

あ
じ
さ
い




